
表３.９　ＣＭＭマップ（ＩＳＭ：ソフトウェア統合管理）

目    標 キープラクティス ISO9001 対応度 コメント

ゴール１ 活動１ 7.3.1

△

・文書化された手順を策定すること。

活動２ 7.3.1

△

・文書化された手順を策定すること。

活動３ 7.3.1

○

・「開発計画書作成手順」に、改訂に

関する手順を含むこと。

測定１ －

×

－

検証２ 8.2.4

○

－

検証３ 8.2.2

8.2.3
△

・ＳＱＡグループがレビューかつ/ま

たは監査し、報告すること。

ゴール２ 活動３ 7.3.1

○

－

活動４ 8.2.3

○

－

活動５ －

×

－

活動６ 8.2.4

○

・「開発計画書作成手順」が策定され

ていること。

活動７ 8.2.4

○

・「開発計画書作成手順」が策定され

ていること。

活動８ 6.3

○

－

活動９ 7.3.1

△

・クリティカルパスを管理すること。



表３.９　ＣＭＭマップ（ＩＳＭ：ソフトウェア統合管理）

目    標 キープラクティス ISO9001 対応度 コメント

活動１０ 7.3.1

○

－

活動１１ 7.3.4

○

－

測定１ 8.2.3

8.2.4 △

・プロセスデータベースとクリティカ

ルパスの管理の有効性を判断するこ

と。



表３.９　ＣＭＭマップ（ＩＳＭ：ソフトウェア統合管理）

目    標 キープラクティス ISO9001 対応度 コメント

ゴール２ 検証１ 7.3.4

○

－

検証２ 7.3.4

○

－

検証３ 8.2.2

8.2.3
△

（ゴール１の検証３と同じ）


